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福祉サービス事業あり方検討事業の概要説明書 

事業名 ひとまもり・おでかけ支援事業 所管課 高齢者福祉課 

予算額（R 元年度） 国県支出⾦ 地方債 その他 一般財源 

28,438 千円 － － － 28,438 千円

 

（１）事業の目的 

市内に居住する高齢者の移動手段の確保及び社会参加の促進を図ることを目的とする。 
 

（２）事業の内容 

対象者 
販売する年度の３⽉３１⽇において年齢が７０歳以上の者であり、かつ、別府市
の住⺠基本台帳に記載されている者 

助成⾦額 
１冊２，０００円のバス回数乗⾞券の購入費用のうち、半額の１，０００円を助
成。（１人１０冊まで購入可能） 

利用者負担 
１冊２，０００円のバス回数乗⾞の購入費用のうち、半額の１，０００円を利用
者が負担。（１人１０冊まで購入可能） 

販売方法 
申請のあった者に対し、１冊２，０００円のバス回数乗⾞券を半額の１，０００
円で販売する。 

 

（３）事業の変遷 

（把握できたところのみの記載） 

年 ⽉ 内容 

平成２９年１０⽉ 
実証運⾏事業としてバス回数乗⾞券の販売を開始。 
１冊２，０００円のバス回数乗⾞券の購入費用の半額を助成（購入上限１人
６冊まで） 

平成３０年 ４⽉ 平成２９年度に引き続き実証運⾏事業としてバス回数乗⾞券を販売。 

平成３１年 ４⽉ 
２年間の実証運⾏を終え、本格運⾏としてバス回数乗⾞券を販売。 
購入上限を１人６冊から１０冊に変更。 
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（４）事業実績の推移 

① 購入者、購入冊数、助成⾦額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
年度 購入者（人） 購入冊数（冊） 助成⾦額（千円）

29 ４，７３９ ２０，６０５ ２０，６０５

30 ２，８２０ １２，２６０ １２，２６０

 
② 事業費 

 
単位：千円 

年度 29 30 

事業費 ２７，７６３ １８，６４３
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（５）他市町村の状況 

① 九州管内類似団体の実施状況 
自治体名 内容 

大牟田市 
（福岡県） 

該当事業なし 

飯塚市 
（福岡県） 

該当事業なし 

筑紫野市 
（福岡県） 

【コミュニティバス等運⾏事業】 
公共施設、医療機関、商業施設との間を結ぶコミュニティバス「つくし号」
を運⾏。ただし、高齢者に特化した割引運賃や割引制度の設定はなし。 

春⽇市 
（福岡県） 

該当事業なし 

諫早市 
（⻑崎県） 

該当事業なし 

延岡市 
（宮崎県） 

【高齢者バス利用助成事業】 
70 歳以上の高齢者に対し、バス乗⾞券または悠々パス購入助成券を交

付することにより、高齢者の社会参加を促す。 
1 高齢者バス乗⾞券：年に 1 回 4,000 円分支給 
2 悠々パス 6 ヶ⽉定期券購入助成券：6 ヶ⽉定期券(15,000 円)に対し、

年に 2 回 3,500 円の助成 
※1 か 2 のいずれか 

霧島市 
（⿅児島県） 

【いきいきチケット支給事業】 
70 歳以上の人と、障害者手帳所持者へ市内のバス乗⾞ができるチケット
を交付。 
温泉・バス利用券 4,000 円分（1 枚 50 円×80 枚） 
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② 県内市町村の実施状況 
自治体名 内容 

大分市 

【高齢者ワンコインバス事業】 
65 歳以上対象（124,491 人）市内の一般路線バスを利用する際、市が

発⾏する「ワンコインバス乗⾞証」をバス乗務員に提⽰することで、１乗
⾞一律 100 円で乗⾞することができる。 

中津市 

【高齢チケット販売（仮）】 
中津市・豊前市在住の 65 歳以上の方を対象に、東本町から中津市⺠病

院までの運賃を 100 円で販売（1 冊 10 枚を 1,000 円で販売）している。
実際は、最大 230 円の運賃がかかるため、100 円の負担⾦から控除し

た⾦額を補助している。 

⽇田市 

【外出支援サービス事業】 
⽉２回前津江保健センターで⾏われる出張診療時に高齢者宅とセンタ

ー間の送迎を⾏う。 
前津江に病院がないとの理由で、合併前から実施しており、（社）⽇田

市社会福祉協議会に業務委託している。 

豊後高田市 

【基幹バス利用促進事業（70 パス）】 
基幹バス伊美線の利用促進として、市内に居住する 70 歳以上の高齢者

を対象とした運賃補助事業。 
市内区間を１回 200 円の運賃で乗れるよう、市が回数チケット（10 枚

綴り）を 70 歳以上の利用者へ販売。 

国東市 

【国東市高齢者等買物支援試験運用事業】 
⾷品等の購入に支障をきたしており、不便を感じている高齢者等に対

し、買物代⾏または、買い物付添を⾏なう地域団体の経費（利用調整料、
活動保険）を補助する。 

①補助基準額 
 ア 買物代⾏ 利用調整料 300 円/回・人 
        活動保険   17 円/回・人 
 イ 買物付添 利用調整料 600 円/回・人 
        活動保険   17 円/回・人 
        利用保険   20 円/回・人 
②補助対象者：地域団地（地域支え合い活動支援事業に取組む団体） 
③利用対象者：買物支援チェックリストに該当する者等 
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（６）法制度や社会情勢の変化について 

本事業は、平成２９年度より、実証運⾏事業として開始し、本年度より本格運⾏を開始しま
した。 

平成３０年度は、利用者数が減少したものの、令和元年度は、７⽉末時点で、既に平成３０
年度を上回る 3,987 人が購入しております。 

購入者からは、外出する機会が増えたなどの意⾒をいただいており、本事業は、高齢者の移
動手段の確保、社会参加の促進に一定の効果があるものと考えられます。 

また、一方で、利用者からは、回数券による運賃の支払いが不便などの理由から、ＩＣカー
ドによる助成制度を要望する意⾒もいただいております。 
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資料：国⼟交通省 高齢者の移動手段の確保に関する検討会中間とりまとめ（案）説明資料 

 
 

 


